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１．はじめに本校の概要 

 本校は愛知県尾張地方西部、愛西市にある県立高校である。農業科と家庭科の専門高校とし

て地域に根ざした教育活動を行っている。設置学科は、農業科は園芸科学科と生物生産科、家

庭科は生活文化科とライフコーディネート科の計４学科である。校訓は「学べ 鍛えよ 清ら

かに」。キャッチフレーズに「普通じゃできない経験をしよう」を掲げている。 

２．本校科学部 

２－１．活動紹介 

 本校科学部は、「水田生態系の保全」をテーマに活動

をしている。令和４年までに行ってきた主な活動は、水

田や用水路に係わる動物系の調査・研究が中心である。

水田生態系をテーマにした活動で最初に取り組んだのは、

スクミリンゴガイであった。本校水田では有機水田で毎

年、大発生するが、慣行水田は発生しない。この疑問か

らスクミリンゴガイの生態と防除方法について調査を

開始した。令和元年から令和２年に実施した、本校から

半径 400メートルの範囲内の生息状況調査では、特に本

校有機水田周辺で多発している実態を掴んだ。有機水田

で採捕した個体をナンバリング表示し、放逐して行動調

査の実施や、ドローンを利用した生息調査、誘引剤の研

究、生物（スッポン）を利用した駆除の研究をした。こ

れらの成果は令和３年に第 10 回イオンエコワングラン

プリに応募し「審査員五箇紘一特別賞」を受賞した。 

 ドジョウの保全活動は、本校有機水田でドジョウを多く

見かけることがきっかけであった。令和２年に有機水田内

におけるドジョウの生息数推定調査や本校水田に隣接す

る土水路、周辺用水路内の生息数を調査し、土水路が生物

の宝庫であることも生徒たちは強く認識した。土水路の改

修や有機農法の改善を実施し、令和４年には２年前より生

息数が大きく増加していると推定した。これらの成果は令和４年に第３回 GREEN BLUE 

EDUCATION FORUMコンクールに応募し、環境大臣賞を受賞した。 

上述の活動以外にも令和４年度では、用水路内に生息するカメ類の調査で、第８回環境ユー
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ス活動発表大会で全国大会出場。レンコンに関する研究で SDGs QUEST みらい甲子園 2022年度

東海大会で最優秀を受賞するなどの成果を出している。 

２－２．外部との連携 

 自治体、研究機関、地域住民や農家との連携は、非常

に大切にしている。毎年夏には愛西市との連携で幼児・

児童を対象とした生き物観察会を行っている。調査で採

捕した個体を一部飼育し、学校祭で水族館の催しを行い、

人気企画にもなっている。ここ２年ほど、学校祭の催し

を見て、本校そして科学部に入りたいと入学してきた生

徒も何人かいる。 

 令和５年度は、淡水生カメ類の研究で名城大学農学部

の学生の研究にも協力をする。 

３ 生徒にとっての「農村生態系」の魅力、活動で得られたこと 

 本校は名古屋市から近いこともあり、名古屋からも多くの生徒が通学している。現科学部員

の中心メンバーも名古屋市出身である。科学部の活動をとおして、これまで気が付かなかった

生き物や自然を、発見できるようになったと語っている。活動が校外で行うことが多いことも

あり、地域の人たちとの出会いも新鮮らしい。本校科学部は積極的に技術者や研究者との交流

も行っているため、将来、農業や自然保護に携わる仕事を目標とする生徒も増えてきている。 

４ 教育の立場から、農村生態工学分野に期待すること 

 私の場合は農業高校の教員であり、前任校まで農業土木を教えていた関係上、農村生態工学

分野への関心は非常に高い。農業高校は栽培・飼育系で学ぶ生徒や教員が中心であるが、長年、

学校現場で教え続ける中で、学習指導要領の改訂とともに環境を教える内容は増えてきている。

農村に限らず居住地域の自然環境を学ぶには、農村生態工学分野は大きく可能性があると信じ

ている。農村生態工学分野の可能性を高めるには、認知度が不可欠である。農業高校で認知度

が高い学会は、農業教育学会や生徒向けコンクールを実施している土壌肥料学会、植物学会、

生態学会などである。農業農村工学会も高校生が参加できる企画をぜひ行って欲しい。 

５ 農村生態工学分野における教育・研究・実務の連携（交流）のアイディア 

５－１．生徒との交流 

授業での連携 

 職業を教える専門高校では、学習指導要領で設定された「課題研究」を実施している。「課

題研究」は実践的・体験的な学習活動を行う科目である。具体的な実施内容は各学校により違

うが、連携の提案をしやすい授業である。農業高校には学校農業クラブ活動もあり、課題解決

型のプロジェクト学習を行っている。この活動も外部との連携がしやすい。 

教員との連携 

勤務する愛知県で例をとると、近年、県立農業大学校（知事部局）との連携を重視している。

農業教員の場合、農業実習の力は経験年数によって身に付くが、最新の技術や研究手法は学ぶ

機会は乏しいからである。ぜひ、教員が再び学べる機会を作っていただきたい。 
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